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「もしものこと」について考えたことはありますか？

人は皆、命に関わるような大きな病気や怪我をして命の危険が迫った状態にな

ることがあります。もちろん病院では救命を第一に考え色々な治療や処置を行い

ます。しかし、必ずしも元通りになるわけではなく、植物状態になったり、意識

が朦朧となったまま胃瘻や点滴で生きながらえる状態になったりしてしまうことがあります。命の危

険が迫った状態になると、多くの人がその時の治療やケアについての希望を伝えられなくなります。

病院で、「急変時に人工呼吸管理や心臓マッサージ、胃瘻などの処置を希望されますか？」などと聞

かれた方はおられませんか？

老衰や重い病気があった場合などで急に具合が悪くなることが予想される場合は蘇生処置を望まれ

ない方も多いため、DNAR（ Do Not Attempt Resuscitation：蘇生不要指示 ）と言ってあらかじ

め希望を聞くことが推奨されています。

ここでよく誤解があるのは、病状とは無関係に急に心肺停止などになった場合（食物を詰まらせた、

致死性不整脈など）の話ではないということです。元々の病状が悪化し呼吸が止まったり心臓が止まっ

たりした場合に蘇生処置をどうするかということです。

しかし、医療関係者でなければ、蘇生処置がどのようなものか、蘇生できても元に戻らない状態が

どのようなものか想像できないでしょう。

そこで、万が一の時に備えてあなたの大切にしていることや望み、どのような医療やケアを希望し

ているかについて、自分自身で考えたり、信頼する人たちと話し合ったりすることが重要になります。

そのような話し合いのことを ACP（ アドバンス・ケア・プランニング ）と言います。この ACP を

しておけば、もし命の危険が迫った状態になって自分自身が治療やケアについて希望を伝えられなく

なっても、信頼できる人を決めておけばその人があなたの代わりに希望を伝えられるようになるでしょ

うし、その人の心の負担も軽くなるでしょう。
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富山労災病院臨床倫理チームの立ち上げ
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